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石川県金沢市ならびにその周辺地域の上部新生界層序

塚脇真二1．陰地章仁２

UpperCainozoicStratigraphyofKanazawaCityandltsEnvirom,CentralJapan

ShinjiTsukawakiandAkihitoOoji

Abstract

BasedontheprecisegeologicalmappinginKanazawaCityanditsenvirons，centralJapaLtheUpper

Cainozoicstratigraphyintheareahasbeensummarisedasthefbllowings;DLowerMiocenelouzen,Sunagozaka

andNanamagariFonnations，MiddleMioceneAsagaya，Shimoaraya，OmineandSaikawaFormations，Lower

PleistoceneOmmaFormation,LowertoUpperPleistoceneUtatsuyamaFormation,theTerraceDeposits,andthe

Alluviuminthesouthempartofthecity,２)LowerMiocenelouzenandSunagozakaFormations,MiddleMiocene

OmineandKuraharaFormations，UpperMiocenetoPlioceneTakakuboFonnation，LowerPleistoceneOnma

Formation，LowertoUpperPIeistoceneUtatsuyamaFormation，TomuroyamaLavaandPyroclastics，theUpper

GravelBed,andtheAlluviumintheeasterntonortheasternpartofthecity,３）LowerMioceneSunagozaka

Formatio､，LowertoMiddleMioceneDoyamaFormation，MiddleMioceneOmineandKuraharaFormations，

UpperMiocenetoPlioceneTakakuboFonnation，LowerPleistoceneOmnaFormation，LowertoUpper

PleistoceneUtatsuyamaFonnation,theUpperGravelBed,andtheAlluviuminOyabeCityandthenorthwestem

partofNantoCity,ａｎｄ４)MiddleMioceneYoshikuraFormation,UpperMioceneShimonakaFonnation,Upper

MiocenetoPlioceneTakakuboFormation，LowerP1eistoceneOmmaFonnation，LowertoUpperPleistocene

UtatsuyamaFonnation,andtheAlluviuminthesouthernpartofTsubatatown．

自治体で活発に推進されている．

一方，地質学的な視点からみれば，石川県金沢市ならび

にその周辺地域には,寒流系貝化石の多産で著名な大桑層

に代表されるように,我が国日本海側の模式層序となる海

成～非海成上部新生界の広範囲にわたる分布が知られ,後

期新生代地史ならびに構造発達史を解明するうえできわ

めて重要な地域といえる．また，代表的な縁海のひとつで

ある日本海の拡大・形成過程が世界的に注目されるいま，

本地域に分布する上部新生界の地質学的な重要'性はます

ます高まっているともいえよう．

北陸地域における防災，開発，環境保全といった各種事

業の展開,そして学術研究の発展のためには同地域におけ

Ｉはじめに

広範囲かつ長期間にわたって多大な被害を与える地震

の発生が我が国日本海側であいついでいる．石川県下でも

2007年３月25日朝に最大震度６強の能登半島地震が発生

し,震災の経験が少ない地域社会にとってこの地震は記憶

に鮮烈なものとなると同時に,崖崩れや地すべりなどの地

質災害に対する防災意識がこれまでになく高まっている．

その一方で，北陸新幹線の整備や高速道路・バイパス道路

の建設といった大規模な開発事業が北陸地域では着々と

進められている．これに加えて，環境保全や自然環境保護

といった視点から,生涯教育に代表される各種事業も地方

'金沢大学環日本海域環境研究センターエコテクノロジー研究部門．〒920-1192石川県金沢市角間町（DivisionofEco-Technology，

InstituteofNatureandEnvironmentalTechnology,KanazawaUniversity,Kakuma-machi,Kanazawa,920-1192Japan)．

２（株）アーキジオ．〒933-0824富山県高岡市西藤平蔵５８１(ArcgeoCoLtd.,581Nishitouheizou,Takaoka,933-0824Japan)．
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る地質`情報の整備,すなわち高精度の地質図の整備や層序

の確立が必要となる（ここでいう「高精度」とは5000分の

１縮尺の地質図および100分の１程度の地質柱状図を意味

する）．金沢市地域においては今井（1959）によって５万

分の1地質図幅「金沢」が公表され，以来いくつかの地質

図が公表されてはきた(たとえば紬野,1977;紬野編,1993)．

しかし,これらのいずれもが今井の地質図をほぼ踏襲した

ものであり，現実的に必要となる精度を満たしているとは

いいがたい一方，隣接する富山県小矢部市や石川県津幡

町地域でも同様の研究がある（たとえば市原ほか，1950；

井上ほか，１９６４；角ほか，1989）が，精度という点では金

沢市地域とほぼ同じであり，金沢市地域との層序の対比に

も多くの問題が残されていた．

このような地域社会や学術的な必要↓性にもとづき,筆者

らは北陸地域における高精度地質図の早期整備を提案(塚

脇，1995）するとともに，上述の精度を満たすだけの精密

な地質調査を金沢市ならびにその周辺地域で1996年以来

展開し,現在までに金沢市の主要地域からその北となる石

川県津幡町南部,東となる富山県小矢部市および南砺市北

西部,そして南西となる石川県能美市および小松市北部で

の調査が完了している．

これまでの調査の成果は逐次公表するとともにすべて

を総括した１万分の１地質図･地質断面図として現在とり

まとめを進めているところである．この公表にはいましば

らくの時間が必要となるが，これに先だって多くの問題や

混乱が残る金沢市ならびにその周辺地域における層序を

整理し提示することを本稿の目的とする．

Ⅱ金沢市ならびにその周辺地域における層序の概要

1996年から2006年までの各年度における調査範囲を図

１に示す．また，それぞれの年度における調査地域で確認

された層序を表１および２に既存の研究結果と対比し示

す．富山県氷見市南東部から高岡市北東部の層序（大植，

2005ＭS）については調査を始めたばかりの段階であるた

め割愛する．

石川県小松市および能美市（１日辰口町）の層序は，下位

より下部中新統赤穂谷層，同舘層，上部更新統辰口層，お

よび沖積層に区分される（表１：冨井ほか，2002）．浅野

川以西となる金沢市南部地域の層序は,下位より下部中新

統医王山層,同砂子坂層,同七曲層,中部中新統朝ヶ屋層，

同下荒屋層，同御峰層，同犀川層，下部更新統大桑層，下

部～上部更新統卯辰山層，段丘堆積物，沖積層に区分され

る（表１：家長，1999Ｍs；堀ほか，２００１；大植，2003Ｍs；

陰地，2004）．金沢市東部では，下位より下部中新統医王

山層，同砂子坂層，中部中新統御峰層，同蔵原層，上部中

新統～鮮新統高窪層，下部更新統大桑層，下部～上部更新

統卯辰山層,戸室山熔岩および戸室山火砕岩,高位砂礫層，

沖積層に区分される（表１：清水ほか，１９９８；吉岡ほか，

1999；前田ほか，20001また，金沢市北東部では，下位

より中部中新統御峰層，同蔵原層，上部中新統～鮮新統高

窪層，下部更新統大桑層，沖積層に区分される（表２：樽

見・塚脇，２００２；加藤，2002ＭＳ；鈴木ほか，2003）．金

沢市東縁部では，下位より下部中新統医王山層，同砂子坂

層，中部中新統蔵原層，下部更新統大桑層，下部～上部更

新統卯辰山層,沖積層に区分される(表２：大藪,2006Ｍs；

三宅，2006ＭS）．富山県小矢部市南西部から南砺市北西

部にかけての層序は，下部中新統砂子坂層，下部～中部中

新統土山層，中部中新統御峰層，同蔵原層，上部中新統～

鮮新統高窪層，下部更新統大桑層，下部～上部更新統卯辰

山層，高位砂礫層，沖積層に区分される（表２：吉岡，

1999Ｍs；清水，2000）．そして，津幡町南部地域の層序

は，下位より中部中新統吉倉層，上部中新統下中層，上部

中新統～鮮新統高窪層，下部更新統大桑層，下部～上部更

新統卯辰山層,沖積層に区分される(表２：三宅,2004ＭＳ；

長屋，2005ＭS）．

謝辞：本稿は，1996年から2006年にかけて実施した金沢

大学工学部士木建設工学科卒業論文研究ならびに同大学

大学院自然科学研究科環境基盤工学専攻／社会基盤工学

専攻修士論文研究による｢金沢市ならびにその周辺地域に

おける地質学的研究一高精度地質図の整備一」の層序にか

かる現時点での総括である.猛暑の夏からみぞれの降る初

冬にいたるまで地質調査に精力的に従事し,それを適切に

まとめあげた学生・院生諸君にまず感謝の意を表したい

本稿をとりまとめるにあたり，社団法人石川県地質調査業

協会には経済的にご支援いただくとともに,同協会の技術

委員会には本地域の地質についてのさまざまなご意見・ご

教示をいただいた.同協会ならびに関係諸氏に心から感謝

の意を表する．なお，本研究をとりまとめるにあたっての

費用として金沢大学２１世紀COEプログラム｢環日本海域

の環境計測と長期短期変動予測｣経費の一部も合わせ用い

た．

Ⅲ、金沢市ならびにその周辺地域における地質各論

金沢市ならびにその周辺地域に分布する地層について，

層位関係や分布，岩相などを以下に略述する．岩相や地層

の分布などの詳細はそれぞれに関連する引用文献を参照

されたいなお，石川県小松市および能美市の層序（冨井
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[地質時代］前期中新世（雁沢，１９８３；柴田，1973）．

[岩相］堅硬かつ微密で灰白色～緑灰色を呈する極細
粒～細粒凝灰岩を主体とし，角礫凝灰岩，泥質凝灰岩，凝

灰質砂岩，泥岩が挟在する．細～粗粒砂や泥岩角礫を含む

ことがある．挟在する泥岩もきわめて硬く繊密である．

ほか，2002）については他と大きく異なるため，また卯辰

山層より上位の地層については地域的な差異が著しいた

めともに省略する

（１）下部中新統

１．医王山層（louzenFormation）

[命名］池邊（1949）．再定義，井上ほか（1964：医王

山火山岩層），陰地（2004：医王山層）．

[模式地］石川県金沢市東部医王山の鳶岩(池邊,1949)．

[分布］金沢市南部の内)||や平沢川の上流部，犀川なら

びに浅野川の上流部から，同市東部の田島，菱池，奥新保

にかけての広い範囲に分布する(前田ほか,2000;堀ほか，

２００１；陰地，２００４；三宅，2006ＭＳ；大藪，2006ＭS）．

[層厚］金沢市東部田島で310ｍ以上(前田ほか,2000)，

同南部上辰巳で200ｍ以上（陰地，2004），同東部医王山

で630ｍ以上（三宅，ZOO6MS）．模式地である医王山地域

では最大層厚1300～1800ｍとされる（井上ほか，１９６４；松

尾・中西，1967）．

[層位関係］上位の砂子坂層と整合関係にある（陰地，

2004）．

２砂子坂層（SunagozakaFormation）

[命名］市原ほか（1950：砂子坂層灰岩層）．再定義，

陰地（2004：砂子坂層）．

[模式地］石川県金沢市砂子坂（市原ほか1950）．

[分布］本層の分布は金沢市南部と同市北東部ならび

に富山県南砺市北西部に二分される．金沢市南部では，坪

野から山川，小原，上辰巳，東市瀬にかけて東西方向の帯

状に分布する．（前田ほか，２０００；堀ほか，２００１；陰地，

2004；三宅，2006ＭS）．一方，同市北東部の砂子坂付近

では南西一北東方向の帯状に分布するが,南砺市北西部で

は東西方向の帯状に分布するようになる(吉岡,1999ＭS，

細田，ZOO2MS）

図１：金沢市ならびにその周辺地域におけるこれまでの卒業論文･修士論文の調査範囲(国土地理院20万分の１地勢図｢金

沢」「七尾」にｶﾛ筆．図中の各地域内に示す番号は付表１，２の論文番号にそれぞれ対応する．右下の枠内は氷

見市南部～高岡市北部地域を示す）．
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表１：石川県小松市北部～能美市，金沢市南部および同東部における層序対比表

吉岡ほか【1999）

（金沢市下詞函一田上）

偏田ほか(2000

（金沢市原～■釦）

硯水ほか’988）

（金限市卯辰山一上泪亜）

暦ほかb2DDU

r金沢市大蝕～山川）

砧地(2004

（金沢市小立”－上房ロ】

大柱(2003Ｍs）

【金沢市山科～平栗)】

■弁ほか(２００２
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表２ 金沢市北部，同北東部，津幡町南部，富山県小矢部市，および南砺市北西部における層序対比表
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[層厚］金沢市南部上辰巳で約140ｍ（陰地，2004），

同山川では層厚40ｍ以上（堀ほか，2001），同二俣で約100

ｍ（前田ほか，2000），富山県南砺市北西部で約70ｍ（吉

岡，l999MS）．

[層位関係］金沢市地域では下位の医王山層と整合関係

にあり，上位の七曲層とも整合関係にある（陰地,２００４１

－方,富山県南砺市北西部では上位の士山層に整合に被わ

れる（吉岡，1999Ｍs）．

[地質時代］前期中新世（松丸，高堀編：1989）．

[岩相］暗灰色凝灰質泥岩あるいは暗灰色凝灰質細粒

砂岩のおおまかな互層から構成され,黒色泥岩や灰白色凝

灰岩などが挟在する.暗灰色凝灰質泥岩は堅硬かつ絨密で

あり植物破片が散在する.斜交葉理が発達することがある．

一方,暗灰色凝灰質細粒砂岩は固結度がきわめて高く繊密

であり，斜交葉理が全体に著しく発達する．

[分布］南砺市北西部の士山から法林寺にかけて東西

方向の帯状に分布する（吉岡，1999ＭS）．

[層厚］南砺市北西部で約100ｍ（吉岡，l999MS）．

[層位関係］下位の砂子坂層と整合関係にある．一方，上

位の御峰層とも整合関係にある（吉岡，1999ＭS）．

[地質年代］前期中新世（吉岡，1999ＭS）．

[岩相］軽石質細粒凝灰岩を主体とする下部，青褐色～

青灰色泥岩の中部,含軽石あるいは軽石質の細～粗粒砂岩

からなる上部に区分される．土山層下部は，軽石質細粒凝

灰岩，凝灰質泥岩，泥質凝灰岩，軽石質粗砂質凝灰岩，軽

石質細粒凝灰岩が成層する．同層中部は青褐色～青灰色泥

岩からおもに構成される．そして同層上部は，軽石質粗粒

砂岩,軽石凝灰岩粗粒砂岩互層,軽石質～含軽石中粒砂岩，

含軽石極細～細粒砂岩，凝灰質中粒砂岩，凝灰岩と成層す

る．なお，士山層下部は金沢市南部～東部に分布する七曲

層に，同中部は朝ヶ屋層に，同上部は下荒屋層にそれぞれ

対比されている（吉岡，l999MS）．３七曲層（NanamagariFormation）

[命名］市原ほか（1950：七曲凝灰岩層）．再定義，陰

地（2004：七曲層）．

[模式地］石川県金沢市七曲（市原ほか’950）．

[分布］金沢市南部の坪野，小原，山川，上辰巳，七曲

から東市瀬にかけての比較的広い範囲に分布する(堀ほか，

2001；大植，2003Ｍs；陰地，2004）．

[層厚］金沢市南部の上辰巳で約120ｍ（陰地，2004），

同山川で約120ｍ（堀ほか，2001），同平栗で80ｍ以上（大

植，2003ＭS）．

[層位関係］下位の砂子坂層とは整合関係にある．一方，

上位の朝ケ屋層とは不整合関係にある（堀ほか，２００１；陰

地，2004）．

[地質年代］前期中新世（東野・清水，1987；酒寄ほか，

1999；柳沢，1999a）．

[岩相］本層は下位より，相合谷火砕岩部層，上辰巳泥

岩部層，水淵砂岩・泥岩部層，そして山川凝灰岩部層に４

区分される（陰地，2004）．最下位の相合谷火砕岩部層

は，砂質泥岩，含礫細粒砂岩，含礫泥岩，そして黒色玄武

岩質火砕岩（黒壁火砕岩）からなる．その上位の上辰巳泥

岩部層は凝灰質泥岩を主体とする．そのさらに上位の水淵

砂岩･泥岩部層は下半部の砂質泥岩および上半部の凝灰質

細粒砂岩と泥岩の不規則な互層からなる､最上位の山川凝

灰岩部層は細～粗粒凝灰岩を主体とする．これらの部層は

いずれも整合漸移関係にある．

（２）中部中新統

１．朝ヶ屋層（AsagayaFormation）

[命名］市原ほか（1950：朝ヶ屋泥岩層）．再定義，

陰地（2004：朝ケ屋層）．

[模式地］石川県金沢市朝加屋（市原ほか’950）．

[分布］金沢市南部の平栗から末，水淵，朝加屋，そし

て東市瀬にかけて東西方向にのびる帯状に分布する(堀ほ

か，２００１；大植，2003ＭＳ；陰地，2004）．

[層厚］金沢市南部の浅野川流域で約50ｍ(陰地,2004)，

同平栗で85～110ｍ（大植，2003ＭS）．なお，金沢市南部

の山川で240～280ｍ（堀ほか，2001）との報告があるがそ

の後の調査結果にもとづき約70ｍに修正されている(陰地，

2004）．

[層位関係］下位の七曲層を不整合に被う（堀ほか，

2001；陰地，２００４；大植，2003ＭS）．一方，上位の下荒

屋層には整合に被われる（堀ほか，２００１；陰地，2004）．

[地質時代］中期中新世（柳沢，1999a）．

[岩相］全層準をとおして無層理塊状の青灰色泥岩か

らなる．固結度が高く白色軽石や植物破片が全体に散在す

る．貝化石が散見されることがある．

２下荒屋層（ShimoarayaFormation）

[命名］市原ほか（1950：下荒屋凝灰岩層）．再定義，

陰地（2004：下荒屋層）．

[模式地］石川県金沢市下荒屋（市原ほか1950）．

[分布］金沢市南部の平栗から末，水淵，朝加屋，そし

て東市瀬にかけて南西一北東方向にのびる帯状に分布す

る．（堀ほか，２００１；大植，2003ＭＳ；陰地，2004）．

４土山層（DoyamaFormation）

[命名］市原ほか（1950：土山凝灰質層）．再定義，

吉岡（1999ＭＳ：土山層）．

[模式地］富山県西砺波郡福光町土山（市原ほか,1950)．
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み，黄褐色砂質泥岩や凝灰岩が挟在する．[層厚］金沢市南部の平栗で１０～30ｍ(大植,2003ＭS)，
同別所で40～50ｍ（堀ほか，2001），同浅野川流域で層厚

約60ｍ，犀川流域では約50ｍとなる（陰地，2004）．

[層位関係］下位の朝ヶ屋層を整合に被う（堀ほか，

2001；陰地，2004）．一方，上位の御峰層とは整合漸移関

係にある（陰地，２００４）．

[地質時代］中期中新世（柳沢，l999a）．

[岩相］白色細粒凝灰岩，礫岩と含礫中粒砂岩との互層，

礫岩，および灰白色粗粒凝灰岩からなる．礫岩・含礫中粒

砂岩互層の含礫中粒砂岩には斜交葉理が発達するほか,泥

岩の角礫や貝化石も散見される礫岩は茶褐色泥岩の角礫

から構成される.灰白色粗粒凝灰岩にも斜交葉理が発達す

る．

４吉倉層（YoshikuraFormation）

[命名］市原ほか（1950：吉倉泥岩）．

[模式地］石川県津1旙町吉倉（市原ほか，1950）．

[分布］津幡町南部の河内から刈安，下中にかけて分布
する（三宅，2004ＭＳ；長屋，2005ＭS）．

[層厚］津幡町南部の河内から刈安で75ｍ以上（長屋，
2005ＭS).模式地の津幡町吉倉で約300ｍ(角ほか,1989)．

[層位関係］津幡町南部では下位層との関係は不明であ

る．上位の下中層へは整合漸移する（長屋，2005ＭS）．

[地質時代］中期中新世（角ほか，1989）．

[岩相］全層準をとおして繊密で塊状無層理の青灰色

泥岩からなる．白色軽石や植物破片が含まれるほか，石灰

質ノジュールの発達が確認される．３．御峰層（OmineFormation）

[命名］市原ほか（1950：御峰泥岩層）．再定義，吉岡

（1999Ｍs：御峰層）および陰地（2004,御峰層）．

[模式地］富山県南砺市御峰（市原ほか，1950）．

[分布］本層の分布地は金沢市南部ならびに富山県南

砺市北西部から金沢市北東部にかけてに二分される.金沢

市南部では，額谷から末，そして東市瀬にかけて南西一北

東方向にのびる帯状に分布する（大植，2003ＭＳ；陰地，

2004）．一方，南砺市北西部から金沢市北東部にかけて

は，南砺市法林寺から御峰，士山そして金沢市東部の水

元にかけての比較的広い範囲に分布する（吉岡，ｌ９９９ＭＳ；

細田，2002ＭS）．

[層厚］金沢市南部の犀川上流の末で約100ｍ，その東

方の袋板屋から東荒屋にかけては約15ｍ（陰地，2004），

同市北東部の水元で約110ｍ（細田，2002ＭS），富山県南

砺市北西部で100～120ｍ（吉岡，1999Ｍｓ）．

[層位関係］下位の下荒屋層ならびに士山層上部とは整

合関係にある（吉岡，1999ＭＳ；陰地，2004）．一方，上

位の犀川層ならびに蔵原層には整合に被われる（吉岡，

1999Ｍs；細田，2002Ｍｓ；陰地，2004）．

[地質時代］中期中新世（柳沢，1999a，l999b）．ただし，

柳沢はOgasawara（1976：SaikawaFonnation）にしたがい

本層を「犀川層」と記述しているが，柳沢の犀川層と

OgasawaraのSaikawaFonnationとは岩相がまったく異なり

直接対比は困難である（陰地，2004）．したがって本稿で

は陰地（2004）の岩相対比結果にもとづき，柳沢の犀川層

を御峰層としてあつかう．

[岩相］塊状無層理で繊密な暗灰色砂質泥岩ならびに

青灰色泥岩からなる下部と，やはり塊状無層理の青灰色凝

灰質細粒砂岩からなる上部とに二区分される．下部の暗灰

色砂質泥岩には植物破片や巻貝化石,生痕化石が散見され

る．一方，上部の青灰色細粒砂岩は貝化石や生痕化石に富

５蔵原層（KuraharaFormation）

[命名］市原ほか（1950：蔵原砂岩層）．再定義，吉岡

（1999Ｍs，蔵原層）．

[模式地］富山県南砺市蔵原（市原ほか，1950）．

[分布］南砺市北西部の蔵原から高窪にかけて東西方

向にのびる帯状に分布する（吉岡，1999ＭS）．これと連

続するものの金沢市北東部の水元から二俣の東方にかけ

ては北東一南西から南北方向の帯状に分布するようにな

る（前田ほか，２０００；細田，2002ＭS）．

[層厚］南砺市蔵原の模式地で層厚180～240ｍ（吉岡，

1999ＭS），金沢市北東部の水元で最大260ｍ（細田，

2002ＭS)，金沢市東部の二俣で110ｍ以上(前田ほか,2000)．

[層位関係］南砺市北西部では下位の御峰層を整合漸移

に被い，上位の高窪層とは不整合関係にある（吉岡，

1999ＭS）．金沢市北東部では上・下位層との直接の関係

は未確認であるが，二俣では下位の砂子坂層と整合（前田

ほか，2000），水元では下位の御峰層と不整合（細田，

2002Ｍs）とされ，上位の高窪層とはいずれも不整合関係

にあるとされる．

[地質時代］中期中新世（山下ほか，1988）．

[岩相］中～粗粒砂岩からなる下部，および青灰色細粒

砂岩の上部に二分され両者は漸移関係にある.本層下部は

軽石質あるいは含軽石で貝化石を産出する塊状無層理の

中～粗粒砂岩を主体とし,凝灰質泥岩および中礫岩が挟在

する．中～粗粒砂岩には石灰質ノジュール層が識別される．

一方,本層上部の主岩相となる青灰色細粒砂岩は塊状無層

理で石灰質ノジュール層や泥岩，凝灰岩が挟在し，最上部

に軽石質粗砂質凝灰岩,泥質凝灰岩および軽石質砂質凝灰

岩から構成される厚層凝灰岩が位置する．
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６．犀川層（SaikawaFormation）

[命名］望月（1930)．再定義,Ogasawara(1976:Saikawa

Formation）．再定義，陰地（2004：犀川層）．

[模式地］石川県金沢市大桑の犀川河床（陰地，2004）．

[分布］金沢市南部の大桑から末，袋板屋，そして東荒

屋にかけての地域に狭小な帯状に分布する（堀ほか，

2001；陰地，2004）．

[層厚］金沢市南部の大桑で約50ｍ，袋板屋で約30ｍ

（陰地，2004），同別所で約30ｍ（堀ほか，2001）．

[層位関係］下位の御峰層を整合に被う（陰地，2004）．

一方,上位の大桑層には不整合に被われる(塚脇･大河原，

1996；堀ほか，２００１；陰地，2004）．

[地質時代］中期中新世(高山ほか，1988;柳沢，1999a)．

[岩相］凝灰岩が挟在する塊状無層理の青灰色泥岩を

主体とし，最上部に暗灰色含軽石砂質泥岩が位置する．主

体となる青灰色泥岩は,塊状無層理で固結度が一様に高い

植物破片や白色軽石が散在する.最上部の暗灰色含軽石砂

質泥岩は繊密できわめて堅硬となることがある.軽石に富

む．生物擾乱の発達が全体に著しく貝化石に富む．

前田ほか（2000）は金沢市北東部の二俣地域において市瀬

層を識別し,同層は蔵原層の上位にあって上位の高窪層と

は断層で接するとした．しかし,その後の調査結果(細田，

2002ＭSなど）から，前田ほかの市瀬層は高窪層が断層活

動の影響で変状したものとの見解が提出されており本稿

もこの見解にしたがう．

[模式地］富山県南砺市高窪（市原ほか，1950）．

[分布］富山県側では南砺市北西部の蔵原から高窪に

かけて,そして小矢部市南西部の内山へと西北西一東南東

方向にのびる帯状に分布する(吉岡,1999Ｍs;清水,2000）

一方，金沢市に入ると北東部の東原から竹又，南千石，加

賀朝日，不動寺にかけて広く分布する（樽見･塚脇,２００２；

星野，2002ＭＳ；加藤，2002Ｍs；細田，2002ＭＳ；鈴木ほ

か，2003）ほか，同市東部の牧山，小二又，下涌波にかけ

て北東一南西方向の帯状に分布する（吉岡ほか，１９９９；前

田ほか，2000）．

[層厚］南砺市蔵原で約80ｍ，同高窪で約160ｍ（吉岡，

l999MS），小矢部市南部で240ｍ以上（清水，2000），金

沢市北東部の水元で約260ｍ（細田，2002ＭS），同桐山で

25ｍ以上（樽見・塚脇，2002），同北部不動寺で120ｍ以

上，同東部の小二又で45ｍ以上（前田ほか，2000），同下

涌波で75ｍ以上（吉岡ほか，1999）．

[層位関係］南砺市北西部や金沢市北東部水元では下位

の蔵原層を不整合に被う（吉岡,1999ＭS;細田,2002ＭS)．

また,金沢市東部の二俣では下位の蔵原層と断層関係にあ

る（前田ほか，2000）．一方，上位の大桑層との不整合関

係は南砺市から小矢部市,そして金沢市にかけての広い範

囲で確認される（吉岡ほか，１９９９；吉岡，1999ＭＳ；前田

ほか,2000;清水,2000;樽見･塚脇,2002;星野,2002ＭＳ；

加藤，2002ＭＳ；鈴木ほか，2003）．

[地質時代］後期中新世～前期鮮新世（伊東，１９８６；山下

ほか，1988）．

[岩相］最下部および中～上部の徴密で塊状無層理の

青灰色～暗灰色泥岩,ならびに下部および最上部に卓越す

るやはり級密で塊状無層理の砂質泥岩･泥質砂岩から構成

され，細粒砂岩や多数の凝灰岩が挟在する．泥質砂岩や細

粒砂岩には斜交層理が発達することがある.本層最上部に

位置する上涌波凝灰岩（吉岡ほか，1999）は層厚が135～

25ｍと大きく変化するものの，主部となる軽石質砂質凝灰

岩ならびに最上部の細粒凝灰岩と泥質凝灰岩との互層か

らいずれの地域でも構成され,分布域での良好な追跡性と

あいまって本層最上部を決定するきわめて有効な凝灰岩

となる．

（３）上部中新統～鮮新統

１．下中層（ShimonakaFormation）

[命名］市原ほか（1950：下中砂岩）．再定義，角ほか

（1989：音川累層下中砂岩層）．

[模式地］石川県津幡町下中（市原ほか，1950）．

[分布］津幡町南部の倶利伽羅から上藤又にかけて分

布する（三宅，2004Ｍs；長屋，2005Ｍs）．

[層厚］津幡町倶利伽羅から山森にかけて約225ｍ（長

屋，2005ＭS）．模式地の津幡町下中から竹橋にかけては

240～280ｍ（角ほか，1989）．

[層位関係］下位の吉倉層とは整合漸移関係にある（長屋，

2005Ｍs）．上位の高窪層との関係は不明である（三宅，

2004Ｍs）．

[地質時代］後期中新世（角ほか，1989）．

[岩相］極細粒～細粒凝灰岩からなる下部，泥岩および

泥質砂岩からなる中部,そして極細～粗粒砂岩からなる上

部に三区分される.下部の主体をなすのは比較的脆弱な白

色～青灰色細粒凝灰岩であり，全層準をとおして白色軽石

をともなう．中部では白色軽石を含む青灰色泥岩が優勢で

ある．そして細粒砂岩を主体とする上部には，二枚貝の印

象化石が発見される.全層準をとおして石灰質ノジュール

層が認められる．

２高窪層（TakakuboFormation）

[命名］市原ほか（1950：高窪泥岩層）．再定義，今井

（1959：高窪泥岩層），吉岡ほか（1999：高窪層）．なお，

３砂山層（SunayamaFormation）

[命名］井上ほか（1964：砂山砂岩層）．再定義，清水
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2000；樽見・塚脇，２００２；鈴木ほか，2003,など）．

[地質時代］前期更新世(高山ほか,1988;志田ほか,1989)．

[岩相］本層は下部，中部，上部に岩相上三区分される

（清水ほか，1998）．大桑層下部は比較的繊密な青灰色～

暗灰色砂質泥岩や暗灰色泥質砂岩からなり細粒砂岩や含

礫中粒砂岩，泥岩なども認められ，－部層準では貝化石や

サメの歯の化石を産出する．下涌波凝灰岩（吉岡ほか，

1999）やＯＬ２ａ凝灰岩（清水ほか，1998）といった識別

性が高く連続,性のよい凝灰岩が多数挟在し,同層中部とは

ＯＬ３凝灰岩（清水ほか，1998）上位面あるいはＯＬ２ａ

凝灰岩直上の含礫中～粗粒砂岩の上位面をもって整合に

接する.大桑層中部は貝化石を多産する青灰色細粒砂岩か

らなり貝化石層が多数挟在するほか，ＯＭ３凝灰岩（清水

ほか，1998）に代表される識別,性が高くよく連続する凝灰

岩が挟在する．なお，大桑層中部は金沢市北東部の地代か

ら堀切にかけては著しく薄層化あるいは尖減する.大桑層

上部は弱固結でで淘汰不良の黄褐色細粒砂岩からなり，一

部の層準では平行葉理や斜交葉理が発達する．

（2000：砂山層）．

[模式地］富山県小矢部市砂山（井上ほか，1964）．

[分布］小矢部市南西部安楽寺から毘比門川中～上流，

そして膿川にかけて（清水，2000）．

[層厚］小矢部市南西部毘比門川で約230ｍ，その南方

となる膿川で約70ｍ，そして南へ薄化し尖減する（清水，

2000）．

[層位関係］高窪層に挟在する（清水，2000）．

[地質時代］後期中新世～前期鮮新世（高窪層：伊東，

1986；山下ほか，1988）．

[岩相］淘汰きわめて不良で脆弱な黄褐色含礫粗粒砂

岩がおおまかに成層する．レンズ状の青緑色含礫泥岩や，

細礫岩，青灰色泥岩が挟在する淘汰・円磨ともに不良の

中礫～大礫を全層準に含む．

（４）更新統

１．大桑層（OmmaFormation）

[命名］望月（1930）．再定義，今井（1959：大桑砂岩

層）．再定義,清水ほか(1998:大桑層下部，中部，上部）．

[模式地］石川県金沢市大桑の犀川河床（望月，1930）．

[分布］金沢市地域では同市南部大桑の模式地を中心

に,南方の高尾にかけては徐々に分布域を狭めつつ尖減す

るが，同市東部から北東部，そして北部にかけては広範囲

に分布するようになる（清水ほか，１９９８；吉岡ほか，1999；

前田ほか，２０００；堀ほか，２００１；樽見・塚脇，２００２；鈴木

ほか，2003,など）．一方，富山県小矢部市および南砺市

北西部では広範囲にわたる分布が知られる（吉岡，

1999Ｍs；清水，2000）．また，津幡町南部にも分布する

（鈴木ほか，２００３；三宅，2004ＭS）．

[層厚］金沢市南部の大桑で約160ｍ,浅野川流域で約５０

ｍ（陰地，2004），同北東部の下涌波で165ｍ以上（吉岡

ほか，1999），小三又で130ｍ以上（前田ほか，2000），

同北部の加賀朝日で100ｍ以上（樽見・塚脇，2002），同

不動寺で約300ｍ（鈴木ほか，2003），同北東部の南千石

で約170ｍ（星野,2002ＭS），富山県小矢部市南西部で225

ｍ以上（清水，2000）），南砺市北西部で230ｍ以上（吉

岡，1999Ｍｓ）．しかし，金沢市南部の高尾では約100ｍ

となり（大植，2005ＭS川南へ向かって薄化し尖減する．

[層位関係］金沢市ならびにその周辺地域において，本層

は下位の医王山層から高窪層にかけての地層群をいずれ

も不整合に被う（塚脇・大河原，１９９６；塚脇ほか，１９９７；

吉岡ほか，１９９９；吉岡，1999Ｍs；前田ほか，２０００；清水，

2000；堀ほか2001：樽見・塚脇，２００２；鈴木ほか，2003，

三宅，2006ＭS，など）．一方，上位の卯辰山居との整合

関係も全分布域において確認される（清水ほか，１９９８；吉

岡ほか，１９９９；吉岡，1999Ｍs；前田ほか，２０００；清水，

２卯辰山層（UtatsuyamaFormation）

[命名］望月（1930）．再定義,今井（1959:卯辰山層），

楡井（1969：卯辰山層），吉岡ほか（1999：卯辰山層），

陰地（2004：卯辰山層）．

[模式地］石川県金沢市卯辰山（望月,1930）．

[分布］金沢市南部では大桑から南の高尾に向かって

北東一南西方向の帯状に（陰地，２００４；大植，2004Ｍs），

同市東部では模式地の卯辰山を中心とする広範囲に(清水

ほか，1999；吉岡ほか，１９９９；前田ほか，2000），富山県

小矢部市では平野沿いの広範囲（清水，2000）分布する．

[層厚］金沢市南部の大桑で40ｍ以上（陰地，2004），

同東部の卯辰山で150ｍ以上（清水ほか，1998），同角問

で90ｍ以上（吉岡ほか，1999），同田上で150ｍ以上（前

田ほか，2000），富山県小矢部市地域で70ｍ以上（清水，

20001

[層位関係］下位の大桑層を整合に被うほか，下位の砂子

坂層や医王山層を不整合に被う（清水ほか，１９９８；吉岡ほ

か，1999;前田ほか,２０００;清水,2000;陰地,2004など）．

一方,本層は戸室山火砕岩や段丘堆積物に不整合に被われ

る（前田ほか，２０００；陰地，2004）．

[地質時代］前～後期更新世(清水,1987;高山ほか,1988)．

[岩相］礫岩，含礫細～粗粒砂岩，細～粗粒砂岩，泥質

砂岩，砂質泥岩，泥岩ならびにこれらのおおまかな互層か

ら構成され，水平・垂直方向ともに著しい岩相変化を呈す

る．金沢市南部の犀川流域では，青灰色細粒砂岩からなり

淡灰色もしくは青灰色の泥岩や礫岩が挟在する下部と，礫

が散在する黄褐色細粒砂岩を主体とし白色泥岩が挟在す

－２５



る上部に区分される．しかし，より南方の額谷では礫岩が

卓越するとともに単層の層厚が増大するようになる．また，

模式地である卯辰山ではおもに礫岩，含礫砂岩，細～粗粒

砂岩，砂質泥岩，泥岩，ならびにこれらのおおまかな互層

より構成される．一方，富山県小矢部市での本層は，その

北部では基底部の礫岩粗粒砂岩互層に始まり，礫岩，含礫

細～粗粒砂岩，細～粗粒砂岩，泥質砂岩，砂質泥岩，泥岩

ならびにこれらのおおまかな互層から構成されるが,南部

では基底部の礫岩粗粒砂岩互層ならびに主岩相となる細

粒砂岩から構成され，礫岩，泥岩および含礫細粒砂岩が挟

在する、

県西部の小矢部市および南砺市北西部地域にかけての上

部新生界層序はほぼ確立されたといえる．しかし，津幡町

南部に分布する中新統下中層ならびに吉倉層については，

おおよその層位学的位置は判明したものの両地域との対

比はまだ完全とはいえない今後は調査範囲をより北へと

拡大させ,この両層の分布域全体にわたる岩相を確認する

とともに金沢市地域などとの対比を確実なものとする必

要がある．また，予察的に調査を行った石川県小松市およ

び能美市地域,ならびに富山県氷見市～高岡市地域につい

ても同様の調査の展開が必要となろう．これとともにこれ

まで明らかとなった地域での岩相層序に化石年代層序や

放射線年代層序を加え検討し,これらの地域における層序

学的研究を総括するべきといえる．Ⅳ、金沢市ならびにその周辺地域層序の総括

これまでに調査を実施した金沢市ならびにその周辺地

域を，（１）浅野川の南西となる金沢市南部地域，（２）

浅野川から富山県との県境あるいは津幡町との市境とな

る金沢市東部～北東部地域，（３）津幡町南部地域，およ

び（４）富山県小矢部市ならびに南砺市北西部（旧福光町）

地域の４つに区分したうえで,それぞれの地域で総括され

る層序を表３にまとめ示す．なお，前述の理由により，小

松市北部から能美市の層序（富井ほか，2002）および富山

県氷見市南東部から高岡市北東部の層序（大植，2005ＭS）

は割愛する．

浅野川以西となる金沢市南部の層序は,下位より下部中

新統医王山層，同砂子坂層，同七曲層，中部中新統朝ヶ屋

層,同下荒屋層，同御峰層,同犀川層，下部更新統大桑層，

下部～上部更新統卯辰山層，段丘堆積物，そして沖積層に

区分される．金沢市東部から北東部にかけては，下位より

下部中新統医王山層，同砂子坂層，中部中新統御峰層，同

蔵原層，上部中新統～鮮新統高窪層，下部更新統大桑層，

下部～上部更新統卯辰山層,戸室山熔岩および戸室山火砕

岩，高位砂礫層，そして沖積層に区分される．富山県小矢

部市南西部から南砺市北西部にかけての層序は,下部中新

統砂子坂層,下部～中部中新統士山層,中部中新統御峰層，

同蔵原層,上部中新統～鮮新統高窪層,下部更新統大桑層，

下部～上部更新統卯辰山層，高位砂礫層，そして沖積層に

区分される．津幡町南部地域の層序は，下位より中部中新

統吉倉層,上部中新統下中層,上部中新統～鮮新統高窪層，

下部更新統大桑層，下部～上部更新統卯辰山層，そして沖

積層に区分される．
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表３：金沢市南部，同東部～北東部，津幡町南部，および富山県小矢部市～南砺市北西部における層序の総括．
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付表１

付表１：金沢市ならびにその周辺地域における金沢大学工学部土木建設工学科卒業論文研究の一覧．

調査範囲にそれぞれ対応する．＊：論文として公表済み，＊＊：金沢大学理学部地学科卒業論文）

(番号は図１に示す

Ｌ清水徹，1996,石)１１県金沢市卯辰山～東長江地域の地質＊

２．西川政弘，1996，石川県金沢市神谷内～上涌波地域の地質＊

３．金山`悟志，1997，石川県金沢市田上～小二又地域の地質＊

４．吉岡勉，1997，石川県金沢市小三又～不動寺地域の地質＊

５．西井敏恭，1997，石川県金沢市鳴瀬～深谷地域の地質＊

６西下知彦，1998，石川県金沢市東部田上本町～平等本町地域の地質＊

７．前田崇志，1998，石川県金沢市東部戸室新保町～田島町地域の地質＊

８．冨井康博，1998，石川県金沢市北東部森下町～東原町地域の地質＊

９．西山暢一，1998，石川県金沢市北東部鳴瀬本町～東原町地域の地質*＊

１０．陰地章仁，1999，石川県金沢市東部田上本町～朝加屋町地域の地質＊

１１堀雄貴，1999,石)||県金沢市南部大桑町～山川町地域の地質＊

１２．樽見哲史，2000，石川県金沢市北部加賀朝日町～堀切町地域の地質＊

１３．小島淳，2001,石Ⅱ|県金沢市北部森本～小野地域の地質＊

１４．鈴木聡，2001，石川県河北郡津幡町南部太田～金沢市北部榎尾地域の地質＊
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付表２

付表２:金沢市ならびにその周辺地域における金沢大学大学院自然科学研究科博士前期課程環境基盤工学専攻／社会基盤

工学専攻修士論文研究の一覧．（番号は図１に示す調査範囲にそれぞれ対応する．＊：論文として公表済み）

富山県小矢部市南西部地域における地質学的研究＊

石)||県金沢市東部～富山県福光町地域における地質学的研究

石川県金沢市南部山科～坪野地域の地質学的研究一FEM解析によるダイナミクスの解明一
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2005,

2006,

石川県金沢市北部～津幡町南部地域における地質学的研究

石川県小松市北部地域における地質学的研:究辮

石川県辰口町地域における地質学的研究＊

石川県金沢市南部小立野～上辰巳地域における地質学的研究＊

富山県氷見市南東部～高岡市北西部地域における地質学的研究

石川県金沢市東部医王山南麓地域における地質学的研究
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